
一般社団法人社会構想デザイン機構 定款 

 
第１章 総 則 

 
（名称） 

第１条 当法人は、一般社団法人社会構想デザイン機構と称する。 

 

（主たる事務所） 

第２条 当法人は、主たる事務所を東京都文京区に置く。 

 

（目的） 

第３条 当法人は、複雑化する社会課題に対し、デザインの持つ「課題を明確にする力」

や「関係性をつなぐ力」を活用し、持続可能な解決の仕組みを構築すると共に、課題の

解決に向けた取り組みや機会を促進し、より良い未来の創出に貢献することを目的とし、

その目的に資するため、次の事業を行う。 
１．社会課題を解決するプロジェクトの企画、提案及び支援 
２．地域ブランドの開発及び支援 
３．若手クリエイター、起業家向けの教育プログラムの提供 
４．補助金、助成金の申請支援及び資金調達の支援 
５．社会的意義を持つプロジェクトのトータルプロデュース及び運営支援 
６．ＣＳＲ（企業の社会的責任）に関するプロジェクトの企画及び運営支援 
７．自治体、公共団体との提携事業の推進 
８．依頼人と制作者をつなぐマッチングするサービスの運営 
９．社会的プロジェクトを対象としたコンペティション（企画競争）の開催 

１０．イベント、セミナーの企画、運営による異業種交流の支援 
１１．公共データの活用と視覚化による課題解決プロジェクトの推進 
１２．持続可能な社会を目指したトータルプロデュース事業の実施 
１３．大学、研究機関との連携による研究実践型プロジェクトの推進 
１４．社会課題の解決に特化した事業成長プログラムの運営 
１５．非営利法人向けのブランド構築、マーケティングに関する支援 
１６．前各号に附帯又は関連する一切の事業 
 

（公告の方法） 

第４条 当法人の公告は、電子公告により行う。ただし、事故その他やむを得ない事由に

よって電子公告による公告をすることができない場合は、官報に掲載する方法により行

う。 

 

第２章 社 員 

 

（入社） 

第５条 当法人の目的に賛同し、入社した者を社員とする。 

２ 社員となるには、当法人所定の様式による申込みをし、代表理事の承認を得るものと

する。 

 

（退社） 

第６条 社員は、いつでも退社することができる。ただし、１か月以上前に当法人に対し

て予告をするものとする。 



（除名） 

第７条 当法人の社員が、当法人の名誉を毀損し、若しくは当法人の目的に反する行為を

し、又は社員としての義務に違反するなど除名すべき正当な事由があるときは、一般社

団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一般法人法」という。）第４９条第２項に

定める社員総会の決議によりその社員を除名することができる。 

 

（社員の資格喪失） 

第８条 社員が次の各号のいずれかに該当する場合には、その資格を喪失する。 

１．退社したとき。 

２．死亡し、若しくは失踪宣告を受け、又は解散したとき。 

３．除名されたとき。 

４．総社員の同意があったとき。 

 

第３章 社員総会 

 

（開催） 

第９条 当法人の社員総会は、定時社員総会及び臨時社員総会とし、定時社員総会は、毎

事業年度の終了後３か月以内に開催し、臨時社員総会は、必要に応じて開催する。 

 

（招集） 

第１０条 社員総会は、理事の過半数の決定に基づき代表理事が招集する。 

２ 社員総会の招集通知は、会日より１週間前までに社員に対して発する。 

 

（決議の方法） 

第１１条 社員総会の決議は、法令に別段の定めがある場合を除き、総社員の議決権の過

半数を有する社員が出席し、出席した当該社員の議決権の過半数をもって行う。 

 

（議決権） 

第１２条 社員は、各１個の議決権を有する。 

 

（議長） 

第１３条 社員総会の議長は、代表理事がこれに当たる。代表理事に事故があるときは、

当該社員総会において議長を選出する。 

 

（議事録） 

第１４条 社員総会の議事については、法令の定めるところにより議事録を作成し、議長

及び出席した理事がこれに署名又は記名押印する。 

 

第４章 役 員 

 

（員数） 
第１５条 当法人には理事３名以上を置く。 
 
（選任等） 
第１６条 理事は、社員総会の決議によって選任する。 
２ 各理事について、当該理事及びその配偶者又は３親等内の親族（これらの者に準ずる

ものとして当該理事と政令で定める特別の関係がある者を含む。）である理事の合計数は、

理事の総数の３分の１を超えてはならない。 



（任期） 

第１７条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時社員総会の終結の時までとする。 

２ 任期の満了前に退任した理事の補欠として又は増員により選任された理事の任期は、

前任理事又は他の在任理事の任期の残存期間と同一とする。 

 

（理事の職務及び権限） 

第１８条 理事は、法令及びこの定款の定めるところにより、その職務を執行する。 

 

（代表理事の選定及び職務権限） 
第１９条 当法人は、代表理事１名を置き、理事の互選により定める。 
２ 代表理事は、当法人を代表し、当法人の業務を統括する。 
 

（解任） 

第２０条 理事は、社員総会の決議によって解任することができる。 

 

（報酬等） 

第２１条 理事の報酬、賞与その他の職務執行の対価として当法人から受ける財産上の利

益は、社員総会の決議によって定める。 

 

第５章 計 算 

 

（事業年度） 

第２２条 当法人の事業年度は、毎年１月１日から同年１２月末日までの年１期とする。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第２３条 当法人の事業計画及び収支予算については、毎事業年度開始日の前日までに代

表理事が作成し、直近の社員総会において承認を受けるものとする。これを変更する場

合も、同様とする。 

 

（剰余金の不分配） 
第２４条 当法人は、剰余金の分配を行わない。 
 
（残余財産の帰属） 
第２５条 当法人が清算をする場合において有する残余財産は、社員総会の決議を経て、

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に掲げる法人又は

国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 
 

第６章 附 則 

 

（最初の事業年度） 

第２６条 当法人の最初の事業年度は、当法人成立の日から令和７年１２月末日までとす

る。 

 

 

（設立時の役員）  
第２７条 当法人の設立時理事及び設立時代表理事は、次のとおりとする。  
 



設立時理事   横田直也 塩見尚大 齋藤亮次 
設立時代表理事  横田直也 

（設立時社員の氏名、名称及び住所）  
第２８条 当法人の設立時社員の氏名、名称及び住所は、次のとおりである。 

住 所 東京都文京区白山二丁目２２番２０号 
設立時社員 合同会社コラレイトデザイン 

住 所   
設立時社員 横田直也 

（法令の準拠） 

第２９条 本定款に定めのない事項は、すべて一般法人法その他の法令に従う。 

以上、一般社団法人社会構想デザイン機構設立のため、設立時社員合同会社コラレイト

デザイン外１名の定款作成代理人である行政書士前田聡は、電磁的記録である本定款を作

成し、これに電子署名する。  

令和７年２月１２日 

設立時社員 合同会社コラレイトデザイン 代表社員 横田直也 
設立時社員 横田直也 

上記設立時社員２名の定款作成代理人 
行政書士 前田聡 




